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小論文  
【解答時間 ９０分】 

以下の 1から 8をよく読んで指示に従うようにしてください。 

指示に従わない場合は、不正行為と見なしますので、注意してください。 

 

1. 解答開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。許可なく問題冊子

を開いた場合は、不正行為と見なします。 

2. 解答時間は 90分です。 

3. 試験問題は、1ページから 5ページにあります。解答開始の合図があった後、問題冊子

を確認し、印刷不鮮明な箇所等があった場合は、直ちに申し出てください。 

4. 解答用紙は 2 枚あり、問題冊子とは別になっています。解答は指定された解答用紙の

解答欄に横書きで記入してください。 

5. 受験番号、氏名は 2枚の解答用紙の所定欄すべてに記入してください。 

6. 問題冊子の余白を下書きに利用しても構いません。 

7. 試験時間中の退出はできません。 

8. 試験終了後、問題冊子は持ち帰ってください。 
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第１問 以下の文章を読んで、あとの設問に答えなさい。 

 

コロナ禍は生存に不可欠なものとそうでないものを可視化させ、政治と社会の再考を

迫った。日本の課題として浮かび上がったのは、政治判断の基準の不透明さと決定の遅

さおよび経済優先の社会のあり方である。コロナへの対応は民主主義と権威主義の対立

として位置づけられることが多かったが、民主主義にも大きく分けて二つの考え方があ

る。「個人の自由と権利」を強調するリベラル民主主義と、個人の利益より「社会全体

の公益」を優先させる共和主義の二つである。二〇〇〇年前後から注目されているのが

共和主義である（クリック 2011;古川 2021）。 

共和主義が注目される背景には、個人の権利と自由の保証のみでは解決困難な地球規

模の問題（環境問題はその代表例）に多くの人々がさらされるようになったこと、その

背後にある構造的な問題（グローバル資本主義や南北問題）に立ち向かうには、個人や

特定の集団が追求する価値ではなく、より公共的な価値が重視されるようになったこと

があげられる。 

リベラル民主主義と共和主義の違いが顕著に現れるのが教育であり、その中でも学校

で教える小論文の型に二つの民主主義のものの考え方と価値観が鮮明に現れている（渡

邉 2021）。リベラル民主主義を代表するアメリカと共和主義を代表するフランスの小論

文を切り口に二つの民主主義の特徴をつかみ、日本の立ち位置を考えたい。（中略） 

リベラル民主主義は、権力からいかに個人の権利と自由を守るかを政治的判断の基準

とする。アメリカ型民主主義の基本単位は個人および個人の利益を代弁するローカルな

コミュニティや結社である。地元のコミュニティやローカルな組織は、人々の宗教・文

化・社会経済的な背景に基づいて組織されるものであり、アメリカにおける市民性はど

こまでも具体的でローカルなものである。それは個人の
、、、

自由、幸福、権利の重視がその

根本にあるからであり、共通の教養や徳の涵養はその目的の手段とはならない。この考

え方は教育行政にも反映されており、教育方針は地方の行政の単位である学区に移譲さ

れる地方分権の典型的な制度を取っている。学区には教育委員会が設置され、その制度

を支える理念は「素人支配」である。専門家ではない住民たちが自分たちで教育方針を

決め、そこでは彼らの「常識」が意思決定の基準となる。この常識がコミュニティごと

に異なるのは、アメリカでは居住地によって構成メンバーの人種や職種が大きく異なる

ことからも明らかである。 

他方共和主義は、公正で平等な社会の実現を目指す「共通善」の追求を重視し、「公

共の利益」を政治的判断の基準とする。共同体への政治参加を通じて共通の善（価値）

を追求すること、そのための自己陶冶こそ個人が「善く生きる」ことと捉えられており、

大陸ヨーロッパにおける「市民像」の原型をここに見ることができる。フランスの公教

育の目的は「フランス市民の育成」とフランス革命の遺産としての「共和国の価値の伝

達」である。フランス市民とは、「国家が保証する政治的権利を享受する者」、つまり投

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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票して共同社会の決定（法律の制定）に関わる者であり、民族や言語によらない抽象的

な「政治的な主体」として市民（国民）が定義されている（石堂 2013：235）。そのため

に「この法律を評価したり、訂正したりする能力を人々に附与すること」が公教育の理

念的な目的とされ、フランスでは中央集権的な教育制度のもと、ヨーロッパの伝統に基

づく知識と教養の育成が人格の形成とともに重視されてきた（石堂 2013：148）。こうし

た異なる考え方は、どのように両国の思考とその表現法に現れているのだろうか。 

アメリカではエッセイと呼ばれる文章の書き方の型が小学校四年生で教えられ、それ

以後大学に至るまで学力はエッセイによって測られる。（中略） 

エッセイは、「主張の提示」、「主張の根拠」、「結論」の三部構造から成る。序論で主

張を述べ、本論で主張を根拠付ける三つの証拠を述べて論証し、結論で主張が論証され

たこと、つまり主張の正しさを述べる。エッセイの最大の特徴は、書き手の主張、つま

り結論を最初に述べてしまうことである。実際の思考の過程では、観察やデータの分析

から徐々に結論を導くが、それをエッセイの型で書くには、結論を先に述べて思考過程

を倒立させる。そのために結論である主張に関係することだけが述べられ、余分な情報

は入りにくい書き方になっている。（中略） 

民主主義を守ることはアメリカの公教育の目的とされており、その第一歩は「自らの

意見を明確に述べられること」と「公権力に騙されない批判的な思考」を身につけるこ

とである。意見表明はエッセイ独特の書き方の型によって、そして批判的な思考は、論

拠の妥当性と例証（証拠）の正誤をチェックすることによって鍛えられると考えられて

いる。 

フランスで中等教育修了と大学入学の資格試験を兼ねるバカロレア試験は論述問題

であり、決められた型で書かないと合格しない。その型の中心になるのがディセルタシ

オンと呼ばれるフランス式小論文である。フランスのディセルタシオンは、〈正－反－

合〉の弁証法を基本構造とする。与えられた主題に対する一般的な見方（〈正〉）、それ

に反する見方（〈反〉）、それらを総合して視点間の矛盾を解決する第三の見方（〈合〉）

を提示する。序論では、与えられた課題のどの部分を取り上げるかを書き手が決めて問

題提起を行い、次に関連する重要な概念を定義して、最後に〈正－反－合〉を導く三つ

の問いを提示して全体の構成を示す。続く展開部では、〈正－反－合〉それぞれの視点

の論拠と根拠（視点ごとに三つの論拠と三つの根拠）を示して文献を引用して論証する。

結論ではこれまでの議論を振り返って何が論証されたのかを確認し、問いに答えて結論

とする。最後に次の弁証法を導く問いを問うて締めくくる。（中略） 

ディセルタシオンは自律して考え行動できる市民を創るために、フランス革命後に百

年の試行錯誤を経て創られたフランス起源の論文形式である。（中略）古典の模倣と暗

記が中心だった伝統的な教育は、ディセルタシオンの登場によって、生徒自らが構想し

既存の材料を組み合わせて矛盾を解決する「熟考し吟味する」思考の訓練へと変貌した。

二一世紀の現在では、批判的にものを見たり自律的に考え判断したりすることの大切さ

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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は当然のように語られているが、国民国家の創設時からそれらを教育目標に掲げたのは、

自らを統治する人民の育成という革命後の喫緊の課題がフランスにあったからである。

フランス革命後の血みどろの政治闘争と混乱を二度と引き起こさないために、極端に振

れず吟味を迫るディセルタシオンは今なお議論され改良が続けられている（渡邉 2021：

68-92）。（中略） 

小論文の構造が変わると問いの答えを導く手順のみならず「答え」も構造によって規

定されるのが分かる。エッセイは、問いに対して「はい／いいえ（Yes／No）」のいずれ

かの立場を取ってその証拠を示して結論とするのに対して、ディセルタシオンではそれ

では全く不十分で「はい／いいえ」の両方を論証した後に、それら両面を含む第三の見

方を提示し論証する。私たちは自由に考え書いていると思いがちだが、問いを見た時、

私たちはすでにその答えのイメージとそこへ至る道筋を論文の構造から与えられてい

るのである（渡邉 2021：25）。（中略） 

ディセルタシオンでは個人の意見や体験は全く意味を持たないと言われている。それ

はディセルタシオンで目指されているのは「修辞学的な自己の確立」だからである。修

辞学的な自己とは、自分の考えに固執せず、むしろそこから距離を取って、〈正〉も〈反〉

も〈合〉も力いっぱい論証する「拡大された思考」を持つ自己を指す。（中略）ではな

ぜ効率や分かりやすさを犠牲にして、このような複雑な手続きを社会に出る前のほぼす

べての若者たちに課すかといえば、人間は放っておけば利己主義になるからである。〈正

－反－合〉で複数の視点から否応なく考えさせ、共通教養を使って論証させることによ

り、共通善に向かう手続きと価値観を刷り込むのである。 

他方アメリカにおいて目指されているのは、「真正の自己の確立」であり、自分なり

の考えや意見を持つことが重視される。小論文の書き方によって、適切な主張の証拠と

理想とすべき自己のあり方までもが変わってくるのである。エッセイは「個人の目的達

成」、ディセルタシオンは「共通善の追求」のために必要な手続きと思考法、そしてそ

れらを支える価値を教えている。技術的な書き方とその訓練を行っているように見えな

がら、そこで養われているのは二つの社会を支えるリベラル民主主義と共和主義の価値

観なのである。 

 

引用文献 
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きか―歴史・理論・実践』ミネルヴァ書房、2021年、152－170頁. 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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渡邉雅子「『論理的思考』の社会的構築―フランスの思考表現スタイルと言葉の教育」

岩波書店、2021年. 

 

出典：渡邉雅子「民主主義の二つのかたちと日本の選択」遠藤薫・山田真茂留・

有田伸・筒井淳也編『災禍の時代の社会学 コロナ・パンデミックと民

主主義』東京大学出版会、2023年、137～146頁。 

なお、出題にあたり、本文にあった小見出しは省略した。また問題文の

流れに合わせて、字句や文章を変更、省略した箇所がある。 

 

問 「共和主義」について「リベラル民主主義」との違い、さらに小論文の書き方に

おける「ディセルタシオン」について「エッセイ」との違い、そして「共和主義」

と「ディセルタシオン」との関係についての筆者の考えをまとめなさい。 

そのうえで、今後の小論文教育と民主主義の目指すべき方向性についての自身の

見解を、なぜそのように思うのかという根拠もふくめて、説明しなさい。字数は合

計で 600字程度とする。 

  

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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第２問 

Since COVID-19 started in early 2020, Japan has increasingly allowed employees to engage 

in remote work. Explain how this change has had both positive and negative effects on the 

overall workplace culture in Japan, providing specific examples to support your argument. 

Your response should be limited to around 150 words. 

 


